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１．はじめに 
ソーシャルメディアが災害時の情報インフラとし
て認識され始めている．2011 年 3 月に発生した東日
本大震災では，津波からの避難を余儀なくされた被
災者や首都圏で発生した帰宅困難者がソーシャルメ
ディアを利用した．この震災を契機に，日本ではソ
ーシャルメディアの災害時利用の機運が高まった 1)．
また同年 9 月に台風 12 号が日本を通過した際にも，
紀伊半島において地方自治体や被災者などによって
ソーシャルメディアが利用された．一般的に情報伝
達・収集手段は都市部においては多様にあるが，中
山間地域においては限定されている．そのためソー
シャルメディアは個別に情報収集と伝達が可能であ
り，中山間地域において有用と考えられる． 
そこで本研究では，中山間地域におけるソーシャ
ルメディアの効果的利用方法について，災害時の運
用状況と発信された情報の分析から検討する．  
 
２．既往研究と本研究の位置付け 
谷口は 2011 年 9 月の紀伊半島水害時において，ツ
イッターを中心としたソーシャルメディアが災害初
期時において有益な可能性を示した 2)．しかし，ソ
ーシャルメディアの災害時利用の特徴と課題の整理
が不十分であり，中山間地における他の通信手段も
含めた情報伝達の現状と課題も明らかにされていな
い． 
筆者は，2011 年 1 月の山陰地方豪雪災害を事例と
して，ソーシャルメディアによる被災者間の災害情
報の共有の利用実態を分析した 3)．被災者間の情報
共有としては，被災状況に関する投稿は現場から発
信されたものが 73%を占め，ツイッターにはマスメ
ディアでは発信されない口コミ的な災害情報を共有
していた．しかし，災害状況の把握に役立たない投
稿が 22%含まれていた．また災害情報の観点からユ
ーザの情報発信には偏りがあるため，必要な情報を
効率よく抽出する手段を必要とすると考えられる． 
ソーシャルメディアは他のマスメディアや行政情
報の副次的流通としての役割もある．被災者の口コ
ミ情報から行政の公式情報まで，様々な情報が不特
定多数のユーザによって発信されている．そのため
情報が氾濫し，必要とする情報を入手するにはユー
ザにある程度の IT リテラシーが必要であることが
指摘されている 4)．このような問題に対して，主に
被災地外の組織と個人がソーシャルメディアもしく
は他のインターネットサービスを利用して，情報整
理し被災者を支援する活動が行われている．既往研
究ではソーシャルメディアの利用主体もしくはソー
シャルメディアの投稿データの一方のみに着目した
分析しか行われておらず，この 2 つの観点から分析
した研究は存在しない． 
そこで，本研究では， 2011 年 9 月の紀伊半島水
害を事例として，地方自治体のインタビュー調査か
ら各地域での情報伝達の現状と課題を明らかにする．
そして，外部から被災地の災害情報を整理し，被災
者を支援する活動を行ったツイッターアカウントを
対象として，情報発信経路と災害情報の観点からツ
イッターデータを分析し，情報発信の主体ごとの拡
散性の高い災害情報の特定や，時間推移ごとの災害
情報の拡散性を定量化する．最後に他の通信手段と
比較したソーシャルメディアの効果的利用方法の可
能性を検討する． 
 
３．紀伊半島水害による情報伝達の現状と課題整理 
紀伊半島水害により被災した 3 つの自治体（那智 
勝浦町，新宮市，十津川村）に対して，災害時の情
報伝達やソーシャルメディア利用の実態についてイ
ンタビュー調査を行った 5). 各自治体の情報伝達の
状況を表1に整理した． 
中山間地域では，防災行政無線，無線通信，固定
電話，携帯電話，インターネットなどの情報伝達手
段が存在する．今回の災害では，同時に複数の情報
伝達手段が機能しなくなり，地域住民への情報伝達
が困難な状況に陥った． 
新宮市では，9 月 3 日から 7 日まで冠水等により
固定電話が全域で不通となった．多くの集落の集会
所には可搬型の無線機が備え付けられていたが，こ
れらもほとんど水没した．市役所でも公式窓口での
情報の送受信が困難になった．そこで 2011 年 7 月か
ら運用していた公式ツイッターアカウントを通じて
情報発信を行った． 
那智勝浦役場では，9 月 4 日の時点で，災害対策
本部の停電，電話も全域で固定電話が，山間部で携
帯電話がともに不通となった．ケーブルテレビも不
通となり，防災無線も使えない状況になった．さら
に自治体ホームページによる情報発信も困難になっ
た．そこで 2011 年 9 月 6 日から公式ツイッターアカ
ウントを設置して情報発信を開始した． 
十津川村役場では，9 月 4 日の時点で，固定電話
と携帯電話とインターネットが利用できなかったが，
防災行政無線が常に利用できた．役場は無線機を用
いて現地にいる消防隊員を経由し地域への情報伝達
を行った．各地域の状況は消防隊員を通じて把握さ
れた．災害に関連した問題としては，十津川村への
観光客が減少していることが指摘された．その原因
の一つとして，道路をはじめとした復旧情報の伝達
が上手くなされていないことが挙げられた．そのた
め，地域振興課ではフェイスブックによる観光情報
の発信を 2012 年 2 月 6 日から開始した． 
 
表1 各地域の情報伝達の実態 
 
他の通信手段の利用状況 ソーシャルメディアの利用状況
新宮市
防災行政無線：利用できない時期があった
固定電話：利用できない時期があった
携帯電話：通じにくい地域があった
インターネット：利用できた
平常時：観光情報の発信
緊急時：情報伝達，
　　　　　 コミュニケーション
           被災者間の情報共有
那智勝浦町
防災行政無線：利用できない時期があった
固定電話：利用できない時期があった
携帯電話：通じにくい地域があった
無線機：利用できなかった
インターネット：利用できた
平常時：行政情報の発信
緊急時：情報伝達，
　　　　　 コミュニケーション
           被災者間の情報共有
十津川村
防災行政無線：利用できた
固定電話：利用できない時期があった
携帯電話：利用できない時期があった
無線機：利用できた
インターネット：利用できない時期があった
緊急時：公式発信は行っていない
           被災者間の情報共有
　　　　　 外部からの情報支援
復旧時：観光情報の発信
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